
情報資産（非公開情報）の取扱いに関する「特記事項」 

 
（非公開情報の定義） 
第１条 非公開情報とは、個人情報（大和市個人情報保護条例第２条（４）に該当する情

報）及び業務上必要とする最小限度の範囲の職員が取り扱う、又は公開を予定していない

情報資産（大和市情報セキュリティ基本方針「３．定義」に定められている情報資産）と

し、次の被害が想定されるものをいう。 
（１）市民の生命に危険が及ぶもの又は市民の財産及びプライバシーを侵害するもの全て 
（２）企業、国及び他の自治体に影響が及ぶもの全て 
（３）市内部の事務に影響が及ぶもの全て 
 
（秘密等の保持） 
第２条 乙は、この協定による業務に関して知り得た非公開情報の内容をみだりに他に漏

らしてはならない。この協定が終了し、又は解除された後においても同様とする。 
 
（再委託の禁止） 
第３条 乙は、甲が承認した場合を除き、非公開情報の処理は自ら行い、第三者にその処

理を委託してはならない。 
 
（目的外の使用禁止） 
第４条 乙は、この協定による業務を処理するため甲から引き渡された非公開情報を本協

定の目的以外に使用し、又は第三者に提供してはならない。 
 
（複写、複製の禁止） 
第５条 乙は、この協定による業務を処理するため甲から引き渡された非公開情報を甲の

承諾なくして複写又は複製してはならない。 
 
（保管、搬送等） 
第６条 乙は、この協定による業務を処理するため甲から引き渡された非公開情報をき損

及び滅失することのないよう、授受、搬送、保管及び廃棄などの際に、安全な管理に努め

なければならない。 
 
（返還義務） 
第７条 乙は、この協定による業務を処理するため甲から引き渡された非公開情報を業務

完了後、速やかに甲に返還しなければならない。 
 
（事故報告義務） 
第８条 乙は、この協定による業務を処理するため甲から引き渡された非公開情報の内容

を漏えい、き損及び滅失した場合には、甲に速やかに報告し、その指示に従わなければな

らない。 
 
（責任の境界） 
第９条 乙は、乙自身及び甲が認めた第三者が特記事項に違反若しくは不注意などにより非

公開情報を漏えい、き損及び滅失した場合には、その責任の全てを負わなければならない。 


